
試合時間 1 時間 分

※　７～１０行にまとめること。

　　　　　　　　　戦　　　　　評

副　審

不来方高校
22

手島　瑞夫

　第2セットは、岡崎建設Owls17番太野の活躍で岡崎建設Owlsが取り返す。

16

山根　　寿

　戦　　評

　第3セット、不来方高校は1番伊藤のサイドからの力強いスパイクで序盤リード

するも、岡崎建設Owls16番下平のサイド、6番橋本のクイックで徐々にリードを

　第1セット、不来方高校は2番新谷のクイック攻撃で得点を重ね、終盤まで岡崎

のあるスパイクで応戦するも得点出来ず、このセットは不来方高校が先取する。

建設Owlsにリードする。追いつきたい岡崎建設Owlsは11番佐藤、6番橋本の高さ

主　審

ブロックラウンドへの進出を決めた。

岩手県バレーボール協会

広げられ、成年の意地を見せた岡崎建設Owlsがこのセットも連取し、３年連続で

戦評者　　　佐々木　泰幸

　　　　　　　　　戦　　　　　評
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平成30年度　天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会
岩手県予選会

岡崎建設Owls

　　大会名  　
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試合時間 0 時間 分

※　７～１０行にまとめること。

岩手県バレーボール協会

戦評者　　　　山影　敦

を上げ主導権を握ったかに見えたが、リトルウィッチーズが12番髙橋にトスを集

め一歩も譲らない。 終盤21-21から追いすがるリトルウィッチーズに対してZERO

は、9番伊藤のAクイックから4連続得点を上げ連取。

　ZEROは、単独チームとしては2年連続7回目のブロックラウンド出場権を得た。

第１セット、立ち上がりリトルウィッチーズは、12番髙橋の強烈なレフトスパイ

クで一進一退が続いたが、中盤以降ZEROは8番水本のAクイックや10番吉田のバッ

クアタックでゲームの流れを掴み先取。

　第2セット序盤4-4からZEROは、5番小玉のレフトスパイクを皮切りに6連続得点

　戦　　評

　岩手県予選2連覇を狙うZEROと、初の決勝に臨むリトルウィッチーズとの一戦。

22

41

主　審 攝待　沙由利

リトルウィッチーズ
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副　審 佐山　国央
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